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  2面 第13回会員デビュー講演・シンポ 
  3面 寄稿「療養病床再編問題」について 
  4面 保団連代議員会報告 
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医
療
現
場
の
声
を
国
へ 

医
療
現
場
の
声
を
国
へ 

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
各
協
会
が 

厚
労
省
保
険
局
に
緊
急
要
求 

保
団
連
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
各

協
会
は
、
二
〇
〇
六
年
診
療
報

酬
改
定
に
関
す
る
緊
急
是
正
要

求
に
つ
い
て
、
厚
労
省
保
険
局

と
六
月
十
五
日
（
歯
科
点
数
）、

同
二
十
二
日
（
医
科
点
数
）
に

懇
談
し
た
。

今
次
改
定
に
関
す
る
緊
急
要

求
項
目
は
、
五
月
二
十
八
日
に

開
い
た
第
四
十
七
回
保
団
連
北

信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
確
認
し

た
も
の
。

六
月
十
五
日
は
鈴
木
信
光
・

長
野
協
会
会
長
、
井
沢
宏
夫
・

石
川
協
会
会
長
外
八
人
、
同

二
十
二
日
は
矢
野
博
明
・
富
山

協
会
会
長
外
十
人
が
参
加
し
、

厚
労
省
保
険
局
に
緊
急
是
正
項

目
を
中
心
に
要
請
し
た
。

歯
科
診
療
報
酬
で
は
「
文
書

交
付
は
医
学
的
必
要
性
の
高
い

も
の
に
限
定
す
る
こ
と
」「
歯

周
治
療
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体

系
を
見
直
す
こ
と
」「
点
数
改

定
に
あ
た
っ
て
は
周
知
期
間
を

十
分
に
と
る
こ
と
」「
同
一
手

術
野
に
対
す
る
複
数
手
術
の
点

数
設
定
を
」
な
ど
、
医
療
現
場

か
ら
の
具
体
的
な
要
求
に
つ
い

て
、
応
対
し
た
上
條
英
之
歯
科

医
療
管
理
官
か
ら
今
後
、
中
医

協
の
検
証
部
会
で
審
議
す
る
こ

と
も
含
め
た
回
答
が
あ
っ
た
。

医
科
診
療
報
酬
で
は
「
診
療

報
酬
の
請
求
方
法
を
オ
ン
ラ
イ

ン
に
限
定
し
な
い
こ
と
」「
告

示
・
通
知
に
反
す
る
解
釈
を
事

務
連
絡
で
訂
正
し
な
い
こ
と
」

「
頻
回
に
訪
問
診
療
を
行
う
期

間
（
十
四
日
限
度
）
の
制
限
を

緩
和
す
る
こ
と
」「
在
宅
療
養

支
援
診
療
所
以
外
で
も
往
診
の

翌
日
の
訪
問
診
療
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
」「
疾
患
別
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
日
数
制

限
を
撤
廃
す
る
こ
と
」
な
ど
に

つ
い
て
、
応
対
し
た
岡
田
清
弘

総
務
課
課
長
補
佐
、
堀
裕
行
医

療
課
主
査
か
ら
は
、
現
在
、
中

医
協
で
検
討
し
て
い
る
項
目

（
在
宅
医
療
の
要
件
緩
和
）
の

紹
介
が
あ
っ
た
が
、
各
項
目
に

つ
い
て
明
確
な
回
答
を
得
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

診
療
報
酬
改
定
内
容
に
関
す

る
厚
労
省
保
険
局
と
の
懇
談
の

ね
ら
い
は
、
医
療
現
場
の
声
を

直
接
に
伝
え
て
緊
急
是
正
を
要

請
す
る
こ
と
と
、
次
期
改
定
に

向
け
て
中
医
協
の
検
討
項
目
に

挙
げ
る
よ
う
事
務
当
局
に
要
求

項
目
へ
の
理
解
を
求
め
る
こ
と

で
あ
る
。

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
今

後
も
厚
労
省
へ
の
要
請
を
継
続

す
る
予
定
で
あ
る
。
厚
労
省
と

の
懇
談
内
容
は
本
紙
臨
時
増
刊

号
に
掲
載
す
る
。

療
養
病
床
新
点
数
検
討
会 

改
定
の
問
題
点
明
ら
か
に 

予
想
を
超
え
る
二
五
四
人
が
参
加 

理
事
　
三
宅
　
靖
（
金
沢
市
・
内
科
） 

六
月
三
十
日
（
金
）、
金
沢

都
ホ
テ
ル
に
お
い
て
二
〇
〇

六
年
七
月
改
定
を
受
け
て
の

療
養
病
床
新
点
数
検
討
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
小
雨

ま
じ
り
の
大
変
蒸
し
暑
い
天
候

と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

県
内
四
十
八
医
療
機
関
か
ら

二
百
五
十
四
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

当
初
、
百
五
十
人
程
度
の
会

場
を
用
意
し
て
い
た
の
で
す

が
、
す
ぐ
に
定
員
を
超
え
た
た

め
、
地
下
の
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル

に
場
所
を
変
更
し
て
の
開
催
に

な
り
ま
し
た
。

保
団
連
作
成
の
テ
キ
ス
ト

『
療
養
病
床
点
数
表
改
定
の
ポ

イ
ン
ト
』
を
中
心
に
、
工
藤
事

務
局
員
か
ら
、
分
か
り
や
す
く

か
つ
丁
寧
な
解
説
が
あ
り
ま
し

た
。今

回
は
療
養
病
棟
入
院
基
本

料
の
算
定

方
法
が
抜

本
的
に
改

定
さ
れ
、

従
前
は
人

員
配
置
基

準
に
よ
っ

て
一
定
の

点

数

で

あ
っ
た
も

の
が
、
医

療
区
分
と

Ａ
Ｄ
Ｌ
区

分
に
よ
っ

て
五
区
分

に
分
け
ら

れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
れ
に
従
い
「
医

療
必
要
度
が
低
い
」
と
み
な
さ

れ
る
患
者
の
入
院
基
本
料
が
、

大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
。一

方
で
高
い
点
数
の
算
定
で

き
る
医
療
区
分
「
２
」「
３
」

の
患
者
の
病
態
は
、
お
よ
そ
療

養
病
床
で
看
る
こ
と
が
困
難
な

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。ま
た
、

医
療
区
分
の
評
価
も
毎
日
更
新

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も

多
く
、
事
務
量
も
増
大
し
ま

す
。
あ
か
ら
さ
ま
な
療
養
病
棟

潰
し
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
く
、
行
き
場
を
失
っ
た
「
医

療
難
民
」「
介
護
難
民
」
が
数

多
く
出
現
す
る
懸
念
が
あ
り
ま

す
。さ

ら
に
、
こ
の
医
療
区
分
の

決
め
方
も
不
可
解
な
も
の
が
あ

り
「
褥
創
を
作
っ
た
方
が
高
い

点
数
に
な
る
」
と
い
う
内
容
に

は
、
場
内
か
ら
は
た
め
息
と
と

も
に
失
笑
ま
で
出
る
始
末
で
し

た
。そ

の
上
、
改
定
の
手
順
も
き

わ
め
て
ず
さ
ん
で
、
七
月
一

日
付
け
の
改
定
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
六
月
二
十
八
日

に
な
っ
て
経
過
型
介
護
療
養
型

医
療
施
設
な
る
も
の
の
施
設
基

準
が
は
じ
め
て
示
さ
れ
、
正
式

な
告
示
通
知
に
至
っ
て
は
六
月

三
十
日
に
出
さ
れ
る
と
い
う
非

常
識
極
ま
り
な
い
も
の
で
す
。

今
後
は
、
新
点
数
の
算
定
を

間
違
い
な
く
行
う
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
な
に
よ

り
も
必
要
な
医
療
・
介
護
が
担

保
さ
れ
る
よ
う
、
制
度
を
改
善

し
て
行
く
た
め
に
今
次
改
定
の

問
題
点
・
矛
盾
点
を
徹
底
的
に

洗
い
出
し
な
が
ら
、
現
場
の
意

見
を
集
約
し
て
い
く
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
と
い
う
思
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

戦
後
六
十
年
、
終

戦
（
敗
戦
）
ま
で
は

国
の
た
め
に
命
を
捨

て
る
（
捧
げ
る
）
こ

と
が
「
最
高
の
美
」

と
も
て
は
や
さ
れ
て

い
た
の
だ
が
、
戦
後
は
命
は
何

物
に
も
代
え
難
い
大
切
な
も
の

で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
し
、
医

の
倫
理
も
そ
の
上
に
あ
る
。

そ
れ
が
、
こ
の
ご
ろ
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。
人
の
命
が
平
気
で

奪
わ
れ
る
毎
日
で
あ
る
。
そ
の

動
機
と
い
え
ば
、「
人
を
殺
し

て
み
た
か
っ
た
・
・
・
」
な
ど

と
う
そ
ぶ
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
生
命
を
軽
ん
じ
て

い
る
の
は
単
に
こ
の
よ
う
な
異

常
者
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
。
鳴

り
物
入
り
「
小
泉
改
革
」
は
、

社
会
保
障
に
関
し
て
は
、
ま
さ

に
経
済
優
先
で
生
命
は
二
の
次

で
あ
る
。

こ
の
不
況
下
で
、
事
業
所

は
人
減
ら
し
を
ど
ん
ど
ん
進

め
、
正
規
の
雇
用
は
わ
ず
か
に

し
て
、
臨
時
雇
用
で
労
働
力
を

補
い
、
さ
ら
に
一
部
の
企
業
で

は
、
労
働
時
間
は
正
社
員
と
同

じ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

健
康
保
険
も
労
災
保
険
も
適
用

せ
ず
、
病
気
に
な
っ
た
り
け
が

を
し
た
り
す
る
と
全
額
自
己
負

担
と
い
う
状
態
に
置
い
て
い
る

と
い
う
。

イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
で
巨
利

を
つ
か
ん
だ
り
、
不
良
債
権
の

穴
を
国
民
の
税
金
を
つ
ぎ
込
ん

で
も
ら
っ
た
そ
の
銀
行
が
膨
大

な
利
益
を
上
げ
て
い
る
と
い
う

の
も
何
か
割
り
切
れ
な
い
。

大
切
な
命
を
粗
末
に
し
た

り
、
働
く
意
欲
を
損
な
う
こ

と
が
横
行
し
て
い
る
。
こ
の
や

り
場
の
な
い
気
持
ち
を
ど
こ
に

ぶ
つ
け
た
ら
良
い
の
で
あ
ろ
う

か
。

定員を大幅に超えたため、会場をホールに
変更して開催した療養病棟新点数検討会

写真は歯科・緊急是正申し入れの模様
（右から２番目が井沢宏夫会長）
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総
務
部
か
ら
会
員
動
向

（
前
回
か
ら
の
入
会
者
三
人
、

退
会
者
一
人
で
、
現
在
会
員

数
千
四
人
）
と
保
団
連
政
策

部
会
の
印
象
、
財
政
部
か
ら

保
険
医
協
会
お
よ
び
有
限
会

社
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
四
カ
月

収
支
（
ほ
ぼ
順
調
）、
経
営
・

共
済
部
か
ら
共
済
三
制
度

の
加
入
状
況
が
各
々
報
告
さ

れ
、
保
険
業
法
改
定
へ
の
対

応
を
急
ぐ
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。歯

科
部
か
ら
第
一
回
食
育

講
演
会
「
健
全
な
口
腔
機
能

の
育
成
を
目
指
し
て
」（
七

月
二
十
三
日
・
午
前
十
時
〜

午
後
三
時
半
・
金
沢
都
ホ
テ

ル
）、
学
術
・
保
険
部
か
ら

国
保
審
査
員
名
簿
開
示
請
求

の
再
審
査
が
認
め
ら
れ
完

全
に
開
示
さ
れ
た
こ
と
や
個

別
指
導
に
対
す
る
行
政
文
書

開
示
請
求
を
す
る
こ
と
、
第

十
三
回
会
員
デ
ビ
ュ
ー
講

演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
六
月

十
五
日
・
午
後
七
時
半
〜
九

時
・
金
沢
都
ホ
テ
ル
）
が
紹

介
さ
れ
た
。
医
療
福
祉
部
か

ら
『
病
院
マ
ッ
プ
』
の
改
定

作
業
や
『
福
祉
マ
ッ
プ
』
の

追
補
版
の
進
捗
状
況
が
報

告
さ
れ
、
介
護
保
険
施
設
の

昨
年
十
月
改
定
影
響
調
査
結

果
を
今
後
の
運
動
を
考
慮
し

て
未
回
答
施
設
に
も
送
付
す

る
こ
と
と
し
た
。
在
宅
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
た
。
機
関
紙
・

文
化
部
か
ら
七
月
・
八
月
号

の
編
集
計
画
が
報
告
さ
れ
た
。

医
療
制
度
な
ど
の
最
新
情

勢
に
つ
い
て
、
歯
科
の
文
書

提
示
に
関
す
る
国
会
質
問
、

歯
科
医
師
会
な
ど
が
保
険
外

併
用
療
養
費
（
混
合
診
療
）

に
合
意
し
た
「
湘
南
宣
言
」、

開
業
制
限
が
議
論
さ
れ
て
い

る
医
師
受
給
検
討
会
、
療
養

病
床
削
減
の
中
止
を
求
め
る

県
議
会
請
願
に
対
す
る
賛
同

署
名
が
県
内
十
二
病
院
長
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
、
六
月

十
一
日
の
療
養
病
床
削
減
反

対
全
国
集
会
へ
の
参
加
者
な

ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
療
養
病

床
対
象
の
改
定
検
討
会
を
急

遽
六
月
三
十
日
に
開
催
す
る

こ
と
を
決
め
、
久
し
ぶ
り
に

午
後
十
時
ま
で
に
閉
会
で
き

た
。
介
護
や
障
害
の
制
度
改

善
を
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ

け
る
会
員
を
切
に
求
む
。

【
服
部　

記
】

理
事
　
三
宅
　
靖（
金
沢
市
・
内
科
） 

第
十
三
回
会
員
デ
ビ
ュ
ー
講
演
会 

活
発
な
意
見
交
換
が 
活
発
な
意
見
交
換
が 

六
月
十
五
日
（
木
）、
金
沢

都
ホ
テ
ル
に
お
い
て
第
十
三

回
会
員
デ
ビ
ュ
ー
講
演
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
す
で
に
当
協
会
の
恒
例
行

事
と
な
っ
た
感
の
あ
る
本
会
で

す
が
、
今
回
は
永
井
幸
広
先
生

（
金
沢
市
・
内
科
）、
井
上
正
雄

先
生
（
金
沢
市
・
心
療
内
科
）、

永
里
敦
先
生
（
金
沢
市
・
外
科
）

の
三
氏
に
ご
講
演
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

最
初
の
永
井
先
生
は
、
大
学

病
院
・
金
沢
市
立
病
院
等
で
糖

尿
病
専
門
医
と
し
て
ご
活
躍
さ

れ
た
後
の
ご
開
業
で
す
。
ご
自

身
の
専
門
性
を
活
か
し
、
精
力

的
に
診
療
さ
れ
る
と
と
も
に
、

病
院
医
師
と「
二
人
主
治
医
制
」

を
も
導
入
す
る
な
ど
、
病
診
連

携
に
も
大
変
積
極
的
で
す
。
ま

た
、治
験
事
業
に
も
参
画
さ
れ
、

さ
ら
に
専
門
性
に
磨
き
を
か
け

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
様
子
を
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
の
井
上
先
生
は
、
う
つ
病

治
療
を
中
心
と
し
た
ご
講
演
を

さ
れ
ま
し
た
。
治
療
の
う
ま
く

い
か
な
い
う
つ
病
に
関
し
て
、

膨
大
な
エ
ビ
デ
ン
ス
を
も
と
に

豊
富
な
経
験
を
交
え
て
の
お
話

し
で
し
た
。
中
で
も
、
う
つ
病

と
考
え
ら
れ
な
が
ら
治
療
へ
の

反
応
が
十
分
で
な
い
症
例
の
中

に
は
、診
断
や
治
療
が
正
鵠（
せ

い
こ
く
）
を
射
て
い
な
い
も

の
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
注
意

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
内
容
に

は
、
一
般
内
科
医
に
と
っ
て
も

興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

最
後
の
永
里
先
生
は
外
科
の

ご
開
業
で
す
が
、
カ
ル
テ
開
示

に
関
し
て
の
御
自
身
の
新
し
い

試
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。
電
子
カ
ル
テ
の
内
容
を
プ

リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
患
者
さ
ん

に
毎
回
渡
し
、
そ
れ
を
す
べ
て

フ
ァ
イ
ル
し
、
診
療
情
報
を
患

者
さ
ん
と
共
有
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
患
者
さ
ん
と

の
相
互
理
解
と
信
頼
関
係
が
深

ま
り
、
非
常
に
好
評
と
の
こ
と

で
、
目
か
ら
鱗
の
落
ち
る
思
い

で
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。講

演
終
了
後
に
開
か
れ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
活
発
な
意
見

交
換
が
あ
り
、
永
井
先
生
か
ら

は
外
来
で
の
イ
ン
ス
リ
ン
導
入

に
つ
い
て
、
井
上
先
生
か
ら
は

一
般
医
で
う
つ
病
、
あ
る
い
は

う
つ
傾
向
の
あ
る
患
者
さ
ん
を

ど
こ
ま
で
診
れ
ば
よ
い
か
の
解

説
が
あ
り
、
永
里
先
生
か
ら
は

配
布
型
の
カ
ル
テ
開
示
は
患
者

の
み
な
ら
ず
ス
タ
ッ
フ
も
含
め

た
情
報
の
共
有
が
可
能
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

向
上
に
役
立
っ
て
い
る
と
の
お

話
し
を
い
た
だ
き
、
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
あ
ま
り
多
く
な
い

の
で
す
が
、
充
実
し
た
会
に

な
っ
た
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
本
紙
で
は
次
号
よ

り
各
先
生
方
の
講
演
の
要
旨
が

順
次
掲
載
さ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
期
待
下
さ
い
。

講　師

日　時

会　場

参加対象

参加費

向井美恵 氏（昭和大学歯学部教授）

丸山進一郎 氏（アリスバンビーニ小児科理事長）

7月23日（日）10：00～15：30

金沢都ホテル　5階　加賀の間 
（JR金沢駅東口正面　電話 076-261-2111）

歯科医師、医師、医療関係者、介護関係者、教育関係者、
保育関係者、行政関係者　等

おひとり　500円 
（昼食のサンドイッチをご希望の方は別途1000円・要申し込み）
※金沢駅構内やその周辺には昼食のとれる場所がたくさんあります。

〒920-0902　金沢市尾張町2-8-23 
TEL：（076）-222-5373　FAX：（076）-231-5156
Email：iskw_kudo@doc-net.or.jp

第1回 食育講演会 
 

第1回 食育講演会 
 

石川県保険医協会まで 
 

健全な口腔機能の育成を目指して 
－歯科における食育－

― お申し込み・お問い合わせは ―
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ホテル・ラングウッド 
東京都荒川区東日暮里5-50-5　TEL.03（3803）1234

（詳しくは全国紙などをご覧ください。）

●会　　場

2006年10月7日（土）～8日（日）

保団連医療研究集会 

築こう安全・安心の医療 
－患者・国民の思いに応えて－ 
築こう安全・安心の医療 
－患者・国民の思いに応えて－ 

●開催日時

第２１回 
メインテーマ
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審査委員が 
完全開示に 
審査委員が 
完全開示に 
（6月6日・13人出席） 

第4回 理事会点描 

第13回会員デビュー講演・シンポジウムの模様
左から三宅靖理事、永井幸広、井上正雄、永里敦各講師

囲 

解 
答 

碁 6
2
41
3

5
7

イ 一 

二 

三 

四 

五 

六 

七 

8 97654321

（
問
題
は
８
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
1
か
ら
3
の
捨
て
石
が
好
手
筋

で
黒
７
ま
で
活
き
ま
す
。
 

白
４
で
６
は
黒
７
で
や
は
り
黒
活

き
で
す
。
黒
１
で
５
は
白
１
黒
イ
白

７
で
黒

死
で
す
。
 

３
二
歩
成
、
同
角
、
２
三
歩
、
同
角
、
１

二
飛
、
同
香
、
４
四
角
、
３
一
玉
、
４
一

歩
成
、
同
角
、
４
二
香
成
、
同
玉
、
３
三

桂
成
、
３
一
玉
、
５
三
角
成
ま
で
十
五

手
詰
め
。 

〈
解
説
〉
２
三
歩
は
同
角
と
さ
れ
詰
み

ま
せ
ん
。
３
二
歩
成
に
同
玉
は
３
四
飛

以
下
の
早
詰
め
。
同
角
に
す
ぐ
に
１
二

飛
は
２
三
玉
以
下
逃
げ
ら
れ
ま
す
。
２

三
歩
に
同
玉
は
２
四
飛
以
下
の
早
詰
め

な
の
で
同
角
で
す
が
、
１
二
飛
が
狙
い

の
一
手
。
同
角
は
４
四
角
以
下
二
手
早

く
詰
み
ま
す
。
同
香
に
４
四
角
か
ら
４

筋
の
駒
を
さ
ば
い
て
収
束
し
ま
す
。 

（
問
題
は
８
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 
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二
ッ
屋
病
院
　
松
田
　
昌
夫（
か
ほ
く
市
・
内
科
） 

「
療
養
病
床
再
編
問
題
」の
本
質
に
つ
い
て 

一
般
病
床
削
減
が
ね
ら
い 
一
般
病
床
削
減
が
ね
ら
い 

全
体
の
問
題
と
し
て
運
動
を 
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〈別表〉「医療区分１」に含まれる患者例
①インスリン療法を実施している糖尿病患者で、患者及び家族がインスリン注射を

施行できない場合（血糖測定を３日に１日、1 日 3 回以上、実施していないと）。

②経管栄養

・経鼻経管で、自己抜去するため、目が離せない。

・胃瘻周囲のスキントラブルがあり、処置を要する。

・注入中、呼吸状態が悪化したり、下痢するため、注入速度や流動食組成の

調整が必要な場合。

・嚥下訓練中で、経口摂取を併用している場合。

・意識障害を有する。

③喀痰吸引を 1 日 1 ～ 7 回必要な患者。

④てんかん発作を繰り返し、薬物の調整が必要な患者。

⑤誤嚥性肺炎を繰り返す嚥下障害を有する患者（２週間に 1 回程度）。

⑥悪性腫瘍患者。

・抗癌剤を投与中。

・緩和ケア（疼痛コントロール以外で、精神的ケアを要する）。

・1 日 1 ～２回程度の点滴。

⑦疼痛コントロールを要する保存的治療となった骨折、関節リウマチ等の運動器疾

患患者。

⑧利尿剤等のコントロールが必要な不安定な慢性心不全（酸素を使用していない）。

⑨肝不全で、1 日 1 ～ 2 回程度の点滴を要する患者。

⑩広範囲の皮膚疾患患者。

⑪腸瘻を有する（スキントラブル等、管理が困難）。

⑫自己管理ができない、スキントラブルを起こしやすい人工肛門患者。

⑬間欠導尿または尿道バルーンカテーテル留置を実施している患者。

⑭食事療法や薬物調整を要する急性膵炎後状態。

⑮薬物調整を要する透析導入前の慢性腎不全患者。

⑯向精神薬の調整を要する認知症患者。

⑰メニエール症（症候群）の発作を繰り返す患者。

⑱発症後 30 日以降 90 日以内のリハビリを要する疾患を有する。

昨
年
十
二
月
以
来
、自
民
党
・

政
府
が
強
引
に
推
し
進
め
て
い

る
介
護
療
養
病
床
廃
止
お
よ
び

医
療
療
養
病
床
削
減
を
内
容
と

す
る
「
療
養
病
床
再
編
」
政
策

は
、
単
に
療
養
病
床
を
有
す
る

医
療
機
関
や
入
院
患
者
さ
ん
・

ご
家
族
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
こ
と
や
、
そ
の
具
体
的
問
題

点
を
広
く
医
療
従
事
者
に
知
っ

て
い
た
だ
き
た
く
投
稿
し
ま
し

た
。ま

ず
、
今
回
の
「
療
養
病
床

再
編
」
の
基
礎
と
な
る
、
療
養

病
床
の
患
者
を「
医
療
必
要
度
」

で
三
つ
に
区
分
・
診
療
報
酬
設

定
し
、
個
別
評
価
を
す
る
と
い

う
一
見
妥
当
性
の
あ
る
内
容
に

つ
い
て
で
す
。

医
療
必
要
度
の
最
も
高
い

「
区
分
３
」
の
内
容
を
見
る

と
、
二
十
四
時
間
の
監
視
・
管

理
を
要
す
る
状
態
や
感
染
隔
離

室
で
の
治
療
な
ど
、「
慢
性
期

医
療
」
の
は
ず
が
、
ま
さ
に
急

性
期
病
床
に
い
る
よ
う
な
病
態

の
患
者
で
す
。
こ
う
い
う
設
定

に
し
た
理
由
は
、「
慢
性
期
医

療
」
を
担
当
す
る
た
め
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
配
置
標
準
が
低
く
設

定
さ
れ
て
い
る
療
養
病
床
で
の

こ
の
よ
う
な
重
度
の
患
者
の
受

け
入
れ
を
少
数
に
と
ど
め
る
た

め
で
す
。

「
区
分
２
」
は
、
療
養
病
床

に
入
る
標
準
的
患
者
と
い
う
設

定
で
し
ょ
う
が
、
難
病
、
肺
気

腫
、
ガ
ン
な
ど
で
痛
み
の
強
い

方
、
肺
炎
、
尿
路
感
染
症
な
ど

に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ
ハ

ビ
リ
が
必
要
な
患
者
も
発
症
し

て
三
十
日
以
内
に
限
ら
れ
、
急

性
期
病
棟
で
二
週
間
過
ご
し
、

療
養
病
棟
に
移
っ
て
二
週
間
経

つ
と
、「
区
分
２
」
で
は
な
く

な
り
ま
す
。

「
区
分
３
」「
区
分
２
」
以
外

の
患
者
が
、
医
療
の
必
要
度
の

低
い
「
区
分
１
」
の
患
者
（
厚

生
労
働
省
に
よ
り
「
社
会
的
入

院
」
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た

患
者
）
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
こ

の
「
区
分
１
」
に
は
、〈
別
表
〉

の
よ
う
に
治
療
の
必
要
な
病

態
の
多
く
の
患
者
が
含
ま
れ
る

こ
と
に
驚
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
並
の
報
酬

設
定
に
さ
れ
た
「
区
分
１
」
で

は
経
営
が
成
り
立
た
な
く
な
る

の
で
、
こ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん

で
さ
え
、
泣
く
泣
く
退
院
し
て

い
た
だ
か
ざ
る
を
得
な
く
な
り

ま
す
。
一
部
の
方
は
介
護
施
設

に
移
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
こ
は

治
療
の
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
は
、
こ
の
よ
う
な
重

症
の
「
区
分
３
・
２
」
の
患
者

が
残
る
療
養
病
床
の
医
療
従
事

者
に
対
し
て
、
政
府
は
患
者
が

医
療
区
分
の
ど
れ
に
該
当
す
る

か
、
毎
日
チ
ェ
ッ
ク
し
て
証
拠

を
残
す
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
吸
痰
を
一
日
に
何

回
し
た
か
、
受
け
持
ち
患
者
す

べ
て
を
医
師
ら
に
書
か
せ
る
。

た
だ
で
さ
え
疲
弊
し
て
い
る
医

療
従
事
者
の
仕
事
が
、
も
っ
と

ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
に
な
る
で
し
ょ

う
。
今
で
も
医
療
事
故
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
と
、
安
全
管
理

に
神
経
を
す
り
減
ら
し
て
い
る

最
中
に
で
す
。
本
来
な
ら
治
療

や
看
護
に
向
け
る
べ
き
貴
重
な

時
間
を
こ
の
よ
う
な
作
業
に
取

ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

次
に
、
療
養
病
床
を
十
五
万

床
に
減
ら
す
こ
と
で
医
療
費

削
減
効
果
は
ど
の
く
ら
い
か
に

つ
い
て
も
厚
労
省
が
試
算
し
て

発
表
し
て
い
ま
す
が
、
年
間
の

国
民
医
療
費
三
十
数
兆
円
の
中

で
、
年
間
一
千
億
円
程
度
の
削

減
効
果
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。ま
た
、

前
述
し
た
よ
う
な
「
区
分
１
」

に
含
ま
れ
る
多
数
の
医
療
の
必

要
な
患
者
は
当
然
悪
化
し
、
急

性
期
の
病
院
に
逆
戻
り
し
、
急

性
期
の
医
療
費
が
増
え
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
政
府
の
試
算
し

た
医
療
費
削
減
効
果
自
体
も
疑

問
な
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
政
府
の
本
当

の
ね
ら
い
は
、
一
般
病
床
削
減

に
あ
り
ま
す
。
今
回
改
定
さ
れ

た
一
般
病
床
の
厳
し
い
人
員
配

置
標
準
に
よ
る
報
酬
設
定
に
よ

り
、
九
十
万
床
と
言
わ
れ
る
一

般
病
床
を
配
置
標
準
が
よ
り
緩

和
さ
れ
て
い
る
療
養
病
床
へ
と

多
く
誘
導
し
、
一
般
病
床
を
大

幅
に
削
減
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。「

療
養
病
床
再
編
」
は
、
そ

の
戦
略
の
外
堀
、
第
一
段
階

に
過
ぎ
な
い
の
で
す
。
政
策
段

階
ご
と
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る

医
療
機
関
の
種
類
を
表
面
上
分

け
、
医
療
機
関
が
一
致
団
結
し

に
く
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
で

す
。
診
療
所
も
、
気
付
い
た
ら

内
堀
を
埋
め
ら
れ
て
い
た
と
い

う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
の
問

題
を
療
養
病
床
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、
医
療
界
全
体
の
問
題

と
し
て
捉
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、受
け
皿
の
な
い
ま
ま
、

前
述
の
よ
う
な
医
療
を
必
要
と

す
る
患
者
が
在
宅
と
な
れ
ば
、

介
護
者
は
二
十
四
時
間
し
ば
ら

れ
ま
す
。
働
き
に
行
く
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
。
政
府
が
「
少
子

高
齢
化
で
労
働
人
口
が
減
る
か

ら
、
女
性
も
元
気
な
高
齢
者
も

働
い
て
く
だ
さ
い
」
と
盛
ん
に

言
っ
て
い
る
こ
と
と
も
矛
盾
し

ま
す
。
地
域
の
社
会
生
活
す
ら

破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
、
重
要
な

問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と
を

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

わ
れ
わ
れ
医
療
者
が
、
国
民

の
皆
さ
ん
に
こ
の
よ
う
な
問
題

点
を
啓
蒙
す
る
こ
と
が
今
、
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
国
民
の
理
解
を
求

め
、「
医
療
区
分
」
の
内
容
を

是
正
さ
せ
る
べ
く
、
共
に
政
府

に
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

こ
の
四
月
、
障
害
者

自
立
支
援
法
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
自
立
支

援
法
は
介
護
保
険
の
コ

ピ
ー
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
自
立
支
援
と
い
う

よ
り
医
療
も
福
祉
も
応
益
負
担
を
押

し
つ
け
る
た
め
に
作
ら
れ
た
よ
う
な

弱
者
い
じ
め
で
問
題
の
多
い
法
律
で

す
。そ

れ
に
も
ま
し
て
問
題
な
の
は
、

施
行
前
後
の
県
の
対
応
で
す
。
わ

れ
わ
れ
関
係
者
に
は
、
不
完
全
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
二
度
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
法
の
影
響

を
直
接
受
け
る
住
民
の
方
々
へ
の
説

明
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
厚
労
省
か

ら
県
へ
の
説
明
が
な
い
の
で
県
と
し

て
は
、
あ
る
程
度
は
致
し
方
な
い
こ

と
と
は
思
い
ま
す
が
、
現
場
を
預
か

る
当
事
者
と
し
て
は
、
も
っ
と
し
っ

か
り
と
勉
強
し
、
懇
切
丁
寧
な
住
民

へ
の
説
明
が
欲
し
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
あ
ま
り
の
見
切
り
発
車
に
、
七

尾
市
の
説
明
会
で
、
住
民
や
医
療
、

福
祉
な
ど
の
担
当
者
に
も
っ
と
懇
切

丁
寧
な
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
お
怒
り
に
な
っ
て
い
た
医
師
の

姿
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
自
立
支
援
法
は
施
行
三
年

後
の
見
直
し
が
約
束
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
関
心
の
あ
る
会
員

は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
そ
れ
で
は
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
心
や
体
に
障
害
を
持
つ
多
く
の

国
民
に
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
法

律
で
す
。
怒
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な

く
、
本
質
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
し
っ

か
り
検
討
し
、
本
当
の
意
味
で
の
自

立
支
援
法
に
な
る
よ
う
育
て
上
げ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

石
川
県
保
険
医
協
会
で
は
、
四
月

の
診
療
報
酬
改
定
に
合
わ
せ
て
、
医

療
に
関
わ
る
部
分
に
つ
い
て
簡
単
に

説
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、『
福

祉
マ
ッ
プ
』
の
追
補
版
、
改
訂
版
を

通
し
て
、
よ
り
き
め
細
か
な
情
報
提

供
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
自
立
支
援
法
は
、
現
場
を
預
か

る
自
治
体
の
対
応
で
、
良
く
も
悪
く

も
な
る
法
律
で
す
。
医
療
、
福
祉
の

充
実
の
た
め
、
行
政
を
動
か
し
、
共

に
戦
お
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

見
切
り
発
車
の
 

自
立
支
援
法
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事
務
局
　
小
野
　
栄
子 

第
一
回
保
団
連
代
議
員
会
報
告 

健
康
、命
の
格
差
を
許
す
な 
健
康
、命
の
格
差
を
許
す
な 
健
康
、命
の
格
差
を
許
す
な 

六
月
二
十
五
日
、
東
京
・
麹

町
の
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、
二
〇
〇
六
〜
二

〇
〇
七
年
度
保
団
連
第
一
回
代

議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
代
議

員
百
八
人
は
じ
め
、
保
団
連
理

事
や
各
協
会
事
務
局
な
ど
総
勢

二
百
七
十
人
が
出
席
し
、
今
後

の
保
険
医
運
動
に
向
け
て
活
発

な
討
議
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
川
崎
美
栄
子
保
団
連

副
会
長
か
ら
、
一
月
の
第
四
十

回
大
会
以
降
の
活
動
、
社
会
保

障
や
平
和
を
め
ぐ
る
情
勢
、「
健

康
、
命
の
格
差
を
許
す
な
」
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
、
今
後
の

重
点
活
動
に
つ
い
て
提
案
さ
れ

た
。そ

の
後
の
約
四
時
間
に
わ
た

る
討
論
で
は
、
特
に
医
療
制
度

「
改
革
」と
休
業
保
障
に
つ
い
て
、

質
問
と
意
見
が
集
中
し
た
。

医
療
制
度
「
改
革
」
に
つ
い

て
は
、
各
県
代
議
員
よ
り
「
改

革
」
反
対
運
動
の
報
告
と
今
後

の
取
り
組
み
の
具
体
案
が
出
さ

れ
、保
団
連
執
行
部
か
ら
は「
医

療
運
動
は
地
域
住
民
、自
治
体
、

地
方
議
員
と
共
同
が
必
要
」
と

の
回
答
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
歯
科
に
お
け
る
混
合

診
療
拡
大
の
懸
念
に
つ
い
て

は
、
各
県
代
議
員
か
ら
「
今
後

日
本
歯
科
医
師
会
と
共
同
で
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
す
る
な
ど

し
て
、
保
険
診
療
の
後
退
を
防

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の

意
見
が
出
さ
れ
、
執
行
部
か
ら

は
「
保
険
診
療
拡
大
の
流
れ
を

つ
く
る
よ
う
、
努
力
す
る
」
と

の
回
答
が
あ
っ
た
。

休
業
保
障
に
つ
い
て
は
、「
早

急
な
解
決
を
求
む
」「
情
報
開

示
が
不
十
分
」「
委
託
先
を
一

保
険
会
社
に
絞
る
の
は
ど
う

か
」
と
の
指
摘
が
多
数
寄
せ

ら
れ
、
執
行
部
か
ら
は
「
九
月

を
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
。
専

門
の
法
律
家
ら
を
交
え
て
検
討

し
、
今
年
中
に
決
着
し
た
い
」

と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
在
宅
医
療
研
究

会
の
設
立
、
地
方
病
院
の
困
窮

と
医
療
従
事
者
確
保
の
問
題
、

レ
セ
プ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
反

対
、
一
部
負
担
金
未
収
問
題
、

療
養
病
床
の
廃
止
・
削
減
問
題
、

福
島
県
立
大
野
病
院
産
婦
人

科
医
師
の
裁
判
、
医
療
特
区
で

の
株
式
会
社
診
療
所
開
設
、
九

条
の
会
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て

意
見
が
出
さ
れ
、
限
ら
れ
た
時

間
で
幅
広
い
課
題
が
提
起
さ
れ

た
。住

江
憲
勇
保
団
連
会
長
は
最

後
に
、「
医
療
制
度
改
悪
の
流

れ
の
中
で
は
保
団
連
と
各
協

会
、
医
科
と
歯
科
が
団
結
し
て

保
険
診
療
の
充
実
と
拡
大
の
運

動
が
必
要
で
あ
る
」と
各
協
会
、

会
員
の
協
力
を
訴
え
、
閉
会
と

な
っ
た
。
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●日　 時 

●会　 場 

●チケット代 

7月23日（日） 
 

石川県文教会館ホール 
 電話 076-262-7311 
 

被爆60年平和祈念作品 
文部科学省選定 

監督･脚本　有原誠治 

上映会のお知らせ 

大人：1,000円 
小･中･高校生：500円 

8月1日～16日、県庁19階展望ロビーにて 
原爆被災者友の会が「原爆と人間展」を開催 

千羽鶴を 
お持ち下さい 

10:00～　第1回上映（上映時間80分） 
11:30～　反核･平和おりづる市民のつどい 
14:00～　第2回上映 
 

主　催／「アンゼラスの鐘」上映実行委員会 
　　　　（実行委員長　江守道子） 
連絡先／石川県保険医協会　 電話：076-222-5373 
 FAX：076-231-5156 
 

※映画は字幕つきです。 
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原爆と人間展 

原爆・核兵器の被害者をふたたびつくらないために 
証言と映像が一体になった迫真のパネル 

制作：日本原水爆被害者団体協議会（日本被団協） 

【日時】2006年8月1日（火）～8月16日（水） 
 午前10時～午後8時 ※最終日16日は午後2時までです。 

【会場】石川県庁19階展望台ロビー 
石川県原爆被災者友の会 
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270人が出席して開かれた第1回保団連代議員会
（6月25日／東京・都市センターホテル）

こ
ん
な
楽
し
い
愉
快
な

映
画
が
日
本
で
作
れ
る
の

か
と
思
っ
た
。
そ
れ
も
あ

の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
名
作

「
王
様
と
私
」
の
主
題
歌
の

“S
h
all w

e d
an

ce? ”

を

効
果
的
に
使
い
、
し
か
も

「S
H
A
L
L
 W

E
 D

A
N
C
E

」

（
踊
ら
ん
哉
、
一
九
三
六
年
）

と
い
う
フ
レ
ッ
ド
・
ア
ス
テ
ア

と
ジ
ン
ジ
ャ
ー
・
ロ
ジ
ャ
ー

ス
の
名
ダ
ン
ス
コ
ン
ビ
が
見

事
に
踊
っ
た
映
画
を
向
こ

う
に
張
っ
て
作
っ
て
し
ま
っ

た
、
と
い
う
挑
戦
的
な
も
の

だ
っ
た
。
そ
れ
が
日
本
は
お

ろ
か
、
本
家
本
元
の
ア
メ
リ

カ
で
も
受
け
に
受
け
て
、
何

と
ま
っ
た
く
の
リ
メ
イ
ク

版
（
舞
台
は
シ
カ
ゴ
の
設

定
、
た
だ
し
実
際
は
カ
ナ
ダ

の
ウ
ィ
ニ
ペ
グ
で
撮
影
、
二

〇
〇
四
年
）
が
作
ら
れ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
、
映
画
フ
ァ

ン
に
と
っ
て
は
こ
た
え
ら
れ

な
い
傑
作
な
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
ミ
ッ
ド
・

ラ
イ
フ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
を
描
い

た
作
品
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
。

中
年
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
杉

山
は
あ
る
日
、
帰
り
の
電
車

の
中
か
ら
、
ビ
ル
の
窓
辺
に

た
た
ず
む
一
人
の
美
女
の
姿

に
惹
き
つ
け
ら
れ
る
。
そ
の

姿
を
頼
り
に
、
探
し
当
て
た

と
こ
ろ
が
ダ
ン
ス
教
室
だ
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
物
語
は
展

開
す
る
。
す
る
と
、
美
女
以

外
に
も
個
性
的
な
人
々
が
い

て
、
自
分
も
ダ
ン
ス
を
習
う

は
め
に
な
る
。
不
純
な
動
機

か
ら
通
う
こ
と
に
な
っ
た
の

だ
が
、
だ
ん
だ
ん
と
ダ
ン
ス

が
お
も
し
ろ
く
な
り
、
何
と

会
社
の
同
僚
の
青
木
も
鬘
を

か
ぶ
り
情
熱
的
な
ラ
テ
ン
ダ

ン
サ
ー
と
し
て
猛
練
習
し
て

い
た
の
だ
っ
た
。

水
曜
日
に
な
る
と
帰
り
が

遅
く
な
る
堅
物
の
夫
が
、
部

屋
で
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い

る
の
を
知
り
、
浮
気
し
て
い

る
の
で
は
と
不
安
に
な
っ
た

杉
山
の
妻
は
、
私
立
探
偵
に

素
行
調
査
を
依
頼
す
る
。
そ

こ
で
ダ
ン
ス
教
室
に
通
っ
て

い
る
の
を
知
り
、
ダ
ン
ス
の

大
会
に
出
る
夫
を
密
か
に
見

に
行
く
こ
と
に
し
た
。

大
会
に
出
る
た
め
に
、
そ

れ
以
外
の
時
間
は
働
き
づ
め

の
高
橋
と
い
う
太
っ
た
中
年

女
性
と
ペ
ア
を
組
ん
だ
杉
山

は
途
中
ま
で
順
調
に
踊
っ
た

が
、
杉
山
の
娘
の
「
お
父
さ

ん
」
と
の
掛
け
声
に
高
橋
と

杉
山
が
気
付
き
、
集
中
力
が

散
漫
、
さ
ら
に
杉
山
は
高
橋

の
ド
レ
ス
を
踏
ん
で
破
っ
て

し
ま
い
、
せ
っ
か
く
の
晴
れ

の
舞
台
が
台
無
し
に
な
っ
て

し
ま
う
。
杉
山
が
高
橋
を
守

ろ
う
と
し
て
奮
闘
し
た
姿
を

見
て
、
美
女
の
舞
は
ダ
ン
ス

に
対
す
る
情
熱
が
戻
り
、
イ

ギ
リ
ス
の
社
交
ダ
ン
ス
の
ブ

ラ
ッ
ク
プ
ー
ル
大
会
に
再
挑

戦
す
る
気
に
な
っ
た
の
だ
っ

た
。ダ

ン
ス
の
楽
し
さ
、
魅
力

を
十
分
に
味
あ
わ
せ
て
く
れ

る
作
品
で
あ
る
。
杉
山
の
役

所
広
司
、
舞
の
草
刈
民
代
も

い
い
が
、
青
木
の
竹
中
直
人

の
個
性
溢
れ
る
ダ
ン
ス
が
素

晴
ら
し
い
。
た
ま
子
先
生
の

草
村
礼
子
、
杉
山
の
妻
の
原

日
出
子
も
い
い
。

役
者
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を

引
き
出
し
、
秀
逸
の
人
間
ド

ラ
マ
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

リ
メ
イ
ク
作
も
が
ん
ば
っ
た

が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
は
及
ば

な
い
。

S
hall w

e ダ
ン
ス
？
 

【
監
督
】周
防
正
行 

【
出
演
】役
所
広
司
、草
刈
民
代
、 

 

竹
中
直
人
、渡
辺
え
り
子
、 

 

草
村
礼
子 

一
九
九
六
年（
日
本
）

映画狂 映画狂 映画狂 
おすすめの1本 おすすめの1本 

き つ ぶ や 
その⑯ 

奥田　宏（金沢市・心療内科） 

の 
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2005年７月 
全国保険医団体連合会 
病院有床診対策部 
部長　斉藤　隆義 

病院長　　　　殿 
有床診療所長　殿 
経営担当者　　殿 

保団連第24回「病院・有床診療所セミナー」 
ご参加のお誘い 

日頃のご活躍に心より敬意を表します。 

さて、保団連では、入院医療をめぐる現状と問題を明らかにするとともに、具体

的な対応策を学習・交流するために、毎年１回、病院有床診療所問題交流集

会を開催しており、今年より名称を「病院・有床診セミナー」としました。 

今年は、８月26（土）～27日（日）に大阪・ハートンホテル南船場で第24回

病院・有床診療所問題交流集会を開催致します。 

26日（土）の基調提案では、入院医療をめぐる動きと保団連の取り組みにつ

いて報告・提案します。基調提案では、金沢大学経済学部の横山寿一教授を

お招きし、「構造改革路線の動向と社会保障のあり方」についてお話をお願いし

ております。 

27日（日）午前は、「高齢者の慢性期医療の提供体制はどうあるべきか、どう

確保するか」をテーマに、療養病床を持つ病院、有床診療所、在宅を担当され

る医療機関、患者の権利オンブズマン東京の大山正夫議長等にパネラーをお願

いし、シンポジウムを開催します。 

シンポジウムを通じて、①介護療養病床の廃止と医療療養病床の削減が患者

と医療機関にどんな影響を与えているのか、又は与えるのか、②こうした状況を

打開するために、入院医療、在宅医療、福祉施策を含めて、どのような方策が

あるのか。また、それを実現するためにはどうすればよいのか、③７月１日実施の

診療報酬改定や医療保険改悪から少しでも患者や医療機関への影響を取り除く

ためにどのような対策が必要かを検討したいと考えています。 

27日（日）午後は、「病院分科会」と「拡大有床診分科会（有床診及び小

規模病院）」の２つの分科会を設けます。希望により、病院の参加者が「拡大有

床診分科会」に参加されても、有床診の参加者が「病院分科会」に参加されて

も結構です。 

「病院分科会」と「拡大有床診分科会（有床診及び小規模病院）」では、そ

れぞれ、「病院医療をめぐる状況と今後の対策」「有床診をめぐる状況と今後の

対策」についての討論を行います。 

募集要項と交流集会の企画等は、別紙の通りです。 

ぜひ、多くの医療機関がご参加いただきますよう御案内致します。 

 

なお、医療をとりまく情勢は、いっそう厳しさを増しています。 

このままでは、患者が必要な医療を受けられない状態が広がり、医療機関の経

営は危機に瀕します。 

社会保障としての医療を守る取り組みに今後ともご尽力いただきますよう併せて

お願い致します。 

病院・有床診療所セミナー 病院・有床診療所セミナー 
保団連第24回 

【主　催】 全国保険医団体連合会  

【日　時】 8月26日（土）18：30～21：00 
 8月27日（日）10：00～15：00 
【会　場】 大阪・ハートンホテル南船場 
【参加費】 ・両日参加1人  10,000円 
 ・1日参加1人 6,000円 
 ※同一法人2人目以降は、上記より3,000円引きとなります。 

主な内容 

8月26日（土）　18：30～21：00（全体会議） 

8月27日（日）　10：00～12：00（全体会議） 

8月27日（日）　13：00～15：00（分科会） 

○　基調提案　保団連病院有床診対策部長　斉藤隆義 
○　記念講演「構造改革路線の動向と社会保障のあり方」 
　　講師　金沢大学経済学部　横山寿一教授 

○　シンポジウム 
「高齢者の慢性期医療の提供体制はどうあるべきか、どう確保するか」 
シンポジウムを通じて、①介護療養病床の廃止と医療療養病床の削減が患者と医療機

関にどんな影響を与えているのか、又は与えるのか、②こうした状況を打開するために、
入院医療、在宅医療、福祉施策を含めて、どのような方策があるのか。また、それを実
現するためにはどうすればよいのか、③７月１日実施の診療報酬改定や医療保険改悪か
ら少しでも患者や医療機関への影響を取り除くためにどのような対策が必要かを探ります。 

○　病院分科会 
　　討論　病院医療をめぐる状況と今後の対策 

○　拡大有床診分科会（有床診及び小規模病院） 
　　討論　有床診をめぐる状況と今後の対策 

申込・お問い合わせは、各保険医協会へ（8月4日締切。定員160人） 

【開催場所】ハートンホテル南船場 
〒542-0081　大阪市中央区南船場2-12-22　地下鉄御堂筋線心斎橋駅下車　徒歩１分 

TEL：06-6251-2111　FAX：06-6251-6921　http://www.hearton.co.jp/minamisenba/ 

○新大阪駅から　新大阪駅 ⇒地下鉄御堂筋線6駅⇒ 心斎橋駅（約18分） 

 地下鉄御堂筋線心斎橋駅A階段クリスタ長堀北5号出口より徒歩1分 

ハートンホテル南船場のご案内 

開催要項 
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思い切って、県職を中途退職。まったく、ゼロからのスタート。精神主

義だけが、心のよりどころとなりました。

屋号は「まるた老年リハビリ研究所」と簡単に決まりましたが、個人事

業の開廃業などの届出書が問題でした。事業の種類を担当者にどう説明す

るか、困ってしまったのです。

研究所といっても、国公立や企業の研究機関から、趣味の研究所までい

ろいろです。結局、事業の種類は「理学療法士」で通すことになり、事業

内容も「高齢者の健康とリハビリ相談およびリハビリ支援事業」としまし

た。経営は、採算度外視です。

理学療法士は、ご承知のように 1965 年（昭和 40 年）に法制化（理学療

法士および作業療法士法）されてから、今年で41年目を迎えました。しかし、

開業権はまだ認められていません。理学療法士が医療行為を業務とする場

合には、必ず医師の処方が必要となるからです。

ところがアメリカなどでは、半分の州でダイレクト・アクセスが認めら

れ、医師の処方箋なしで治療が行えるようになってきています。つまり、

開業権が与えられているわけです。日本でも、最近になって介護保険法の

枠内で起業する理学療法士が少しずつ現れてきてはいますが、あくまでも

医師法に抵触しない範囲内での業務に制限されています。

せっかく起業したのだから、訪問リハビリステーションにしたらどうか

とか、グループホームを運営したらどうかとか、友人から勧めてもらうの

ですが、ややもすると名聞利養の観念が頭を擡げてくるのです。医学的リ

ハビリの学文沙汰にも取り組みましたが、スーパーマンのような艱難辛苦

の努力によって自立を目指す医学的リハビリに確固たる立脚地を得ること

ができませんでした。

そんな中でひょんなことから、他者のために生きることによって生かさ

れる道のあることに学ぶ機会を得たのです。

「Patients must be Patient（病者とは耐え忍ぶ者のいわれである）」

細川宏遺稿詩集より

これをわが信念として、他者から支えられ、他者を支える人たちがお互

いに支え合うリハビリに向き合えるよう日々精進させていただいています。

◇

【MEMO】丸田和夫先生は大変行動力のある方ですので、医療現場はも

とより講習会や研究会でご一緒された方も多いことと思います。金沢リハ

ビリテーションアカデミーでも理学療法士を目指す学生の指導をお願いし

ています。理学療法士としては勿論ですが、一人の人間として大変魅力的

な方で、私も学生共々多くのことを学ばせていただいております。

（金沢リハビリテーションアカデミー　理学療法学科　曽山薫）

PT編 その④ 

「Patients must be patient（病者とは耐え忍ぶ者の謂である）」 

理学療法士　丸田　和夫（まるた老年リハビリ研究所） 
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平
田
　
米
里（
野
々
市
町
・
歯
科
） 

リレー・エッセイ リレー・エッセイ 

在宅 
医療 
在宅 
医療 

１０ 

訪
問
歯
科
・
口
腔
ケ
ア（
そ
の
3
）

口
臭
改
善
か
ら 

Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
へ 

施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

に
、
口
臭
測
定
器
を
使
っ
て
口

腔
ケ
ア
の
効
果
を
測
定
し
て
み

た
結
果
は
ど
う
な
っ
た
の
か
？

ま
ず
、
対
象
者
の
イ
メ
ー
ジ

を
正
確
に
し
ま
し
ょ
う
か
・・・
。

こ
の
方
は
、
意
思
の
疎
通
は

不
十
分
な
が
ら
可
能
で
、
こ
ち

ら
の
指
示
で
口
を
開
け
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
口
腔
内
に

は
歯
周
病
や
虫
歯
に
罹
患
し
た

歯
が
、
上
下
顎
に
多
数
あ
り
ま

す
。
舌
苔
は
少
な
く
、
唾
液
量

は
十
分
で
、嚥
下
も
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
口
腔
ケ
ア
を
担
当
し

た
人
は
、歯
科
衛
生
士
で
な
く
、

施
設
勤
務
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん

で
す
。
対
象
者
の
病
態
や
、
誰

が
ど
ん
な
頻
度
で
対
処
し
た
の

か
で
、
結
果
は
大
い
に
異
な
っ

て
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
一

般
論
で
の
論
議
は
誤
解
を
招
く

だ
け
な
の
で
、
特
に
注
意
を
喚

起
し
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
な
の

で
、
少
し
で
も
明
ら
か
に
す
る

つ
も
り
で
記
し
ま
し
た
。

さ
て
、
口
臭
の
程
度
は
、
離

床
直
後
に
測
定
値
は
最
大
を
示

し
ま
す
。
こ
れ
は
既
知
の
こ
と

で
、
今
回
も
デ
ー
タ
に
示
さ
れ

ま
し
た
。
食
事
の
直
後
は
急
激

に
測
定
値
が
下
が
っ
た
の
は
、

口
臭
原
因
物
質
を
食
物
も
ろ
と

も
飲
み
込
む
か
ら
減
少
し
た
た

め
で
、
こ
れ
も
既
知
の
こ
と
で

す
。
食
事
直
後
に
、
口
腔
ケ
ア

を
し
て
も
値
は
変
化
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
新
発
見

で
す
。
た
だ
し
、
ど
の
レ
ベ
ル

の
口
腔
ケ
ア
に
お
い
て
な
の
か

に
関
し
て
は
、
十
分
論
議
さ
れ

る
べ
き
で
す
。

こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
食
事
の

直
後
と
そ
れ
に
続
く
口
腔
ケ
ア

で
の
測
定
値
の
差
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
一
週
間

に
一
回
程
度
の
特
別
な
ケ
ア
を

続
け
る
う
ち
に
、
離
床
直
後
の

測
定
値
が
漸
次
的
に
減
少
し
、

食
後
の
値
も
小
さ
く
な
る
傾

向
が
出
ま
し
た
。
つ
ま
り
口
臭

は
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。
歯

科
衛
生
士
で
な
く
て
も
改
善
で

き
た
ケ
ー
ス
で
す
が
、
こ
れ
が

毎
日
の
ケ
ア
な
ら
ば
、
も
っ
と

良
く
な
っ
た
の
か
、
毎
日
で
な

く
一
週
間
に
三
回
で
も
十
分
改

善
で
き
る
の
か
、
新
た
な
興
味

が
次
々
と
湧
き
上
が
っ
て
き
ま

す
。し

か
し
、理
想
は
あ
っ
て
も
、

施
設
内
で
の
ル
ー
チ
ン
化
さ

OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
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O
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O
O
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O
O
O
O
O
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O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

れ
た
ケ
ア
で
、
ど
こ
ま
で
改
善

が
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
が

浮
上
し
て
き
ま
す
。
入
所
者
一

人
当
た
り
ど
れ
く
ら
い
口
腔
ケ

ア
に
時
間
を
割
り
当
て
る
こ
と

が
可
能
か
、
労
働
時
間
と
内
容

そ
し
て
人
員
数
の
問
題
に
な
っ

て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
施
設
の

取
り
組
み
方
で
大
き
く
左
右
さ

れ
る
わ
け
で
す
。
こ
の
点
が
当

初
に
書
き
記
し
た
施
設
全
職
員

の
理
解
が
必
要
と
言
う
意
味
で

す
。
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
、
職

員
だ
け
で
は
対
処
で
き
な
い

と
判
断
し
た
場
合
に
、
部
外
の

歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
な
ど

に
応
援
を
求
め
る
選
択
肢
を
採

用
す
る
こ
と
も
施
設
の
判
断
で

す
。一

方
、
口
腔
ケ
ア
を
行
え
ば

口
臭
は
比
較
的
簡
単
に
改
善

で
き
る
こ
と
は
証
明
さ
れ
た
の

で
す
が
、
そ
れ
が
ど
ん
な
意
味

を
持
つ
の
で
し
ょ
う
か
？　

口

臭
だ
け
で
は
物
足
り
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

や
は

り
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
改
善
に
寄

与
で
き
な
い
と
、
あ
ま
り
意
味

が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

疑
問
で
す
。
実
は
、
口
腔
ケ
ア

は
単
に
口
臭
を
改
善
す
る
た
め

だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
い
の
で

す
。

（
続
く
）
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「
金
融
商
品
取
引
法
」
が
成
立
 

「
金
融
商
品
取
引
法
」
が
成
立
 

 
消
費
者
保
護
不
十
分
な
ま
ま
 

「
貯
蓄
か
ら
投
資
」
を
加
速
化
 

Q＆A
Q＆A

【
Ｑ
】
金
融
商
品
取
引

法
が
成
立
し
ま
し
た
が
、

一
般
の
消
費
者
に
も
関
係

が
あ
り
ま
す
か
？
 

【
Ａ
】
も
ち
ろ
ん
あ
り

ま
す
。
政
府
が
ね
ら
う
の

は
「
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
」

の
加
速
化
で
す
。
そ
の
た

め
に
株
式
や
投
資
信
託
な

ど
金
融
商
品
の
販
売
ル
ー

ル
を
統
一
し
て
、
消
費
者

保
護
を
横
断
的
に
図
る
の

が
こ
の
法
律
だ
と
政
府
は

説
明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ラ
イ
ブ
ド
ア
事
件
な
ど
を

受
け
、
粉
飾
決
算
や
イ
ン

サ
イ
ダ
ー
取
引
へ
の
罰
則

強
化
も
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。 

【
Ｑ
】「
ル
ー
ル
を
整
備

し
た
か
ら
、
投
資
し
ま
し

ょ
う
」
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。 

【
Ａ
】
で
す
が
実
際
に
は
、

こ
の
法
律
の
消
費
者
保
護

は
抜
け
穴
だ
ら
け
な
の
で

す
。
た
と
え
ば
銀
行
の
過

剰
融
資
に
よ
る
消
費
者
被

害
が
発
生
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
銀
行
融
資
や

預
貯
金
、
生
命
保

険
の
大
半
は
、
こ

の
法
律
の
対
象
外

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
不
招
請

勧
誘
」（
望
ま
な

い
人
へ
の
勧
誘
）
の
禁
止

対
象
も
限
定
的
で
、
被
害

が
突
出
し
て
い
る
商
品
先

物
取
引
が
対
象
外
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

【
Ｑ
】
大
豆
と
か
コ
ー

ヒ
ー
と
か
、
仕
事
中
に
た

び
た
び
か
か
っ
て
く
る
電

話
勧
誘
で
す
ね
。 

【
Ａ
】
商
品
先
物
取
引

は
超
ハ
イ
リ
ス
ク
な
取
り

引
き
な
の
に
、「
必
ず
儲

か
る
」
な
ど
と
し
つ
こ
く

勧
誘
さ
れ
、
全
財
産
を
失

う
よ
う
な
被
害
者
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
被
害
は

年
間
数
千
件
に
及
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
大
半
が
戸
別

訪
問
や
電
話
に
よ
る
「
不

招
請
勧
誘
」
が
き
っ
か
け

で
す
。
と
こ
ろ
が
政
府
は

「
業
者
の
営
業
の
自
由
」

な
ど
を
理
由
に
、
規
制
対

象
外
と
し
た
の
で
す
。
国

民
の
財
産
を
守
ろ
う
と
い

う
意
識
が
な
い
と
し
か
思

え
な
い
法
律
の
中
身
な
の

で
す
。 

看
護
師
が
見
た 

医
療 

 

現
場 

医
療 

 

現
場 

私
は
、
民
間
の
精
神
科
単
科
の

病
院
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
ま

ず
、
精
神
医
療
の
特
徴
に
つ
い
て

理
解
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

平
成
十
六
年
の
「
精
神
保
健
福

祉
の
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
方
針
に

沿
っ
て
、「
入
院
医
療
中
心
か
ら

地
域
生
活
中
心
」
と
、
退
院
・
社

会
復
帰
促
進
へ
の
事
業
を
進
め
る

と
共
に
、
精
神
科
救
急
医
療
体
制

の
整
備
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
は
、
精
神
科
特

例
看
護
が
、
今
年
よ
う
や
く
廃
止

さ
れ
る
（
一
般
病
院
四
対
一
に
対

し
、
精
神
は
六
対
一
）
と
い
う
実

態
で
す
。

ま
た
、
今
年
よ
り
実
施
さ
れ
た

障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
外
来
通

院
料
の
一
部
負
担
化
と
い
う
問
題

を
有
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
多
く
の
精

神
病
院
は
新
築
・
改
築
を
行
い
、

専
門
病
棟
化
を
行
っ
て
き
て
い
ま

す
。
当
院
に
お
い
て
も
、
急
性
期

治
療
病
棟
、
精
神
療
養
病
棟
、
老

人
性
認
知
症
治
療
病
棟
と
機
能
分

化
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

看
護
師
は
病
棟
に
よ
っ
て
傾
斜

配
置
さ
れ
、
療
養
病
棟
に
お
い
て

は
、補
助
者
の
配
置
が
多
く
な
り
、

夜
勤
へ
の
導
入
も
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
し
、
老
人
性
認
知
症
治
療
病

棟
に
お
い
て
は
、
介
護
士
の
割
合

が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
し
、
夜

勤
も
行
っ
て
い
ま
す
（
療
養
病
棟

に
は
長
期
入
院
患
者
が
多
く
「
改

革
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
方
針
で
い
く
と

社
会
復
帰
を
目
的
と
し
た
生
活
訓

練
、
自
立
、
自
活
に
向
け
た
支
援

が
必
要
で
あ
り
、専
門
的
な
技
術
、

知
識
を
持
っ
た
看
護
師
の
配
置
が

本
来
は
必
要
と
考
え
ま
す
）。

私
は
、
急
性
期
の
病
棟
に
勤

務
し
て
お
り
ま
す
。
病
床
数
は

四
十
八
床
（
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
二
床
、
隔

離
室
十
一
床
、
一
般
病
室
三
十
五

床
）
で
、
統
合
失
調
症
、
気
分
障

害
、
人
格
障
害
、
拒
食
障
害
、
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
を
は
じ
め
、
認

知
症
の
暴
力
興
奮
の
激
し
い
方
、

医
療
観
察
法
に
基
づ
い
た
精
神
鑑

定
の
た
め
の
入
院
、
年
齢
も
十
三

歳
か
ら
、
九
十
歳
以
上
と
、
幅
広

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
院

に
つ
い
て
計
画
性
が
持
て
ず
、
多

い
日
は
一
日
五
人
も
の
入
院
が
あ

り
、
そ
の
都
度
、
ベ
ッ
ド
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
に
頭
を
悩
ま
せ
る
と
い

う
状
態
に
あ
り
ま
す
。

入
院
の
対
応
、
症
状
不
安
定
な

方
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
つ
つ
、
退

院
に
向
け
た
グ
ル
ー
プ
活
動
（
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
心
理
教
育
、

生
活
技
能
訓
練
、
作
業
療
法
）
を

行
い
、
毎
日
が
雑
然
と
し
た
業
務

に
な
っ
て
い
ま
す
。

夜
勤
は
三
人
夜
勤
な
の
で
す

が
、
患
者
さ
ん
の
安
全
確
保
の
た

め
、
二
十
分
ご
と
の
巡
回
を
行
っ

て
お
り
、勤
務
が
終
わ
っ
て
か
ら
、

食
事
を
と
る
と
い
う
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
「
患
者
調
査
」

に
よ
る
と
、
精
神
疾
患
の
受
診

率
は
高
血
圧
に
次
い
で
二
位
で
あ

り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
特
集
に
よ

れ
ば
、「
七
人
に
一
人
が
う
つ
病

に
な
る
時
代
」と
言
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
日
突
然
、
入
院
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
当
人
も
も
ち
ろ
ん
、
ご

家
族
の
方
々
も
絶
望
・
不
安
を

持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う

方
々
に
対
し
、
希
望
と
可
能
性
が

持
て
る
よ
う
な
看
護
の
か
か
わ
り

が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

患
者
さ
ん
の
代
理
行
為
、
訴
え
に

追
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
目
的
・

意
識
的
な
か
か
わ
り
が
持
て
る
余

裕
の
あ
る
看
護
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

看
護
師
の
意
識
の
改
革
も
必
要

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
保
障
す

る
人
的
配
置
は
、
最
も
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

第
三
話 

希望と可能性が持てる看護のために 
（県内精神科私的病院・看護師） 
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◇と　き　2007年1月13日（土曜日） 
◇ところ　金沢アートホール 

（金沢駅前ポルテ6階・TEL:076-224-1660） 
※駐車場は近くの有料駐車場をご利用ください。 

午後6時開場 
午後6時半開演 

終演予定： 
午後9時ごろ （　　　） 

ドクターズ・ファミリー・コンサート・2007ドクターズ・ファミリー・コンサート・2007ドクターズ・ファミリー・コンサート・2007

石川県保険医協会機関紙・文化部では、来る2007年1月13日（土曜日）に、恒例となりました「ドクターズ・
ファミリー・コンサート」を開催いたします。 
今回のコンサートは2年ぶりで、久々の開催となります。そこで今回は特に音響効果の良い金沢ア－トホール

を会場として選びました。コンサートまで時間はたっぷりありますが、多くの方の参加を頂きたいため、早めに
出演者の募集を始めます。ぜひ多くの会員、家族、スタッフ、友人のご参加を期待しております。日ごろの練習を
大いに積み、その成果を当日思い切り発揮してください。そして、コンサートを楽しく盛り上げてくださるよう、
お願い申し上げます。 

石川県保険医協会　TEL076（222）5373　FAX076（231）5156　E-mail:iskw_sugino@doc-net.or.jp

①保険医協会会員とその家族・友人の方 ②洋楽・邦楽、いずれもジャンルを問いません 
③個人の出演者は10分以内の演奏 ④グループ演奏は20分以内の演奏 
⑤出演は無料ですが、特別な音楽機材などの持ち込みにかかわる費用は出演者のご負担になります 

①保険医協会会員とその家族・友人の方 ②洋楽・邦楽、いずれもジャンルを問いません 
③個人の出演者は10分以内の演奏 ④グループ演奏は20分以内の演奏 
⑤出演は無料ですが、特別な音楽機材などの持ち込みにかかわる費用は出演者のご負担になります 

ただ今、出演者募集中 （第1次締切：2006年11月12日） 

会員・家族・スタッフ・友人・患者さんなど、たくさんの方々の出演・参加をお待ちします 

●出演のお申し込み・お問い合わせなどは、下記へ。 

参加費・出演料は 
無料です 

JR金沢駅 

都ホテル 
● 

都ホテル 
● 

● 
ホテルイン金沢 

● 
ホテルイン金沢 

●全日空ホテル 

至福井→ ←至富山 

金沢市アートホール 
（ポルテ金沢　6F） 

のぼる君の のぼる君の 

小島　登（内灘町・歯科） 

24

99.9％は仮説 
　思いこみで判断しないための考え方 
99.9％は仮説 
　思いこみで判断しないための考え方 

最終回 

●著者：竹内　薫著
●出版：光文社　版
●発行：2006 年 2月発行
●体裁：254 頁・サイズ 新書
●定価：735 円（700 円＋税）
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「最近どうも頭が固くなってきたなあ」と思う人や思いこみ、常識、

先入観、固定概念に縛られて身動きとれなくなっている人、「なんで

こんな話が通じないんだ」とイライラしている人は、この本を読んで

みてください。きっと、ものの考え方から世界の見え方まで、全てが

ガラリと音を立てて変わるはずです。仮説思考は、あなたの人生を豊

かにするでしょう。最後まで気になる「残り0.1％はなに？」の秘密

はどこに隠されているのだろうか。

1．数学と科学との決定的な違い

カール・ポパー（1902 ～ 94 年）は、

「科学は、常に反証できるものである」

と定義しました。数学は、概念ですか

ら一度証明してしまえば、それで決着

です。しかし、科学は、頭の中にある

仮説がどれくらい物理世界と一致する

かを問題にし、一番新しい仮説の集ま

りにすぎません。要するに、何億回実

験を行って理論に合うデータが出ても、

つぎに理論に合わないものが出てくる

可能性は捨てきれないわけですから、

決定的な証明などということは永遠に

できません。

2．科学は万能ではない

科学によってすべてが解明されているだろうと思われていることも、突

き詰めて考えていきますと、実はよく分かっていません。試行錯誤と経験

によって「うまくいくこと」と、その科学的な根拠が完璧に分かっている

こととは別です。

たとえば、全身麻酔については、仮説すら存在しません。医学生の教科

書には、なぜ効くかについては、ほとんど何も書かれていません。また、

生理学の教科書には、全身麻酔は登場すらしません。人間の意識の謎が解

明されていない以上、意識がなくなるメカニズムが分かっていないのも当

たり前と言えます。

「科学的根拠」がないものは無視されますが、それはまったくナンセン

スです。麻薬などを隠し持っていないかどうか探すには、犬のほうが、科

学の粋を集めた化学物質の検知器より、はるかに低レベルの化学物質を嗅

ぎ分けられます。

3．“頭の柔らかさ”

常識は仮説にすぎません。ただの思いこみであり、くつがえることもあ

り、後の時代から見ると間違っていることもあります。仮説は次々と崩れ

て修正を受ける運命にあります。それこそが科学です。

常に常識を疑う癖を付けて、頭の中にある仮説の群を意識し、「権威」

を鵜呑みにすることなく、様々な意見を相対的に比べて判断することが“頭

の柔らかさ”です。

4．思いこみで判断しないため

物事は主観的（世間とは関係なしに自分だけが白だと考える仮説に従う）

より客観的（世間の誰もが白に近いと認める仮説に従う）に見るのがよい

とされていますが、世の中に 100 パーセントの客観などあり得ません。

話が通じないのは、お互いが当たり前の前提と考えている複数の仮説が

食い違っているからです。豊かで実りある人間関係と文化を作り上げるた

めには、自分の仮説を絶対視せず、他人の仮説をも理解しようとする柔軟

な態度が必要です。世の中を対比化してみますと、それまで自分が採用し

てきた（頑なな）仮説のもとではまったく見えていなかったことが見えて

くることがあります。

5．科学革命

科学革命というのは、古い仮説を捨てて新しい仮説に引っ越す作業にほ

かなりません。アインシュタインは、エネルギーは動いているものからし

か発せられないというニュートン力学を完全に覆し、原子のような小さな

止まっている物体でも、とてつもないエネルギーを持っていることを発見

しました。さらに、ホーキングは「実在論」から「実証論」へと進みました。

整合性がとれれば、実際に整合するための対象の実在にこだわらず、空間

や時間というものを実在するものとして考えていません。

小島先生、長期にわたる連載をありがとうございました。
次号からは喜多徹副会長の新刊案内が連載されます。ご期待

ください。（編集部）
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会員リレーエッセイ                          ◆◆ 86◆◆原
稿
募
集
中
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
憲
法
九
条
・
教
育
基
本
法
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

三宅　靖（金沢市・内科） 清光　義則（能美市・内科） 
1

ヒマラヤトレッキングの 
 夢がかなった 

ヒマラヤトレッキングの 
 夢がかなった 
ヒマラヤトレッキングの 
 夢がかなった 

4回シリーズ　その 

定
年
に
な
っ
た
ら
、
一
度
は

ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に

行
っ
て
み
た
い
と
い
う
夢
が
つ

い
に
実
現
し
た
。
旧
友
で
辺
境

旅
行
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
し
て

い
る
西
嶋
錬
太
郎
氏
の
ご
尽
力

で
、五
十
歳
か
ら
六
十
三
歳（
平

均
五
十
六
・
九
歳
）
の
男
三
人
、

女
七
人
の
ラ
ン
タ
ン
ト
レ
ッ
ク

同
人
隊
が
寄
せ
集
め
で
結
成
さ

れ
、
二
度
の
訓
練
山
行
と
低
酸

素
室
順
応
訓
練
を
経
て
、
今
年

三
月
五
日
、
ネ
パ
ー
ル
へ
と
向

か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
十
五
日

間
は
、
わ
れ
わ
れ
夫
婦
に
と
っ

て
夢
の
よ
う
な
日
々
と
な
っ

た
。ラ

ン
タ
ン
谷
（
コ
ー
ラ
）
は

カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
五
十
キ
ロ

北
で
、
七
千
メ
ー
ト
ル
峰
が

三
座
、
六
千
メ
ー
ト
ル
峰
が

十
数
座
あ
る
。
故
深
田
久
弥
氏

が
一
九
五
八
年
に
訪
れ
た
と
知

り
、
加
賀
市
に
あ
る
深
田
久
弥

記
念
館
を
訪
ね
て
お
い
た
。

【
三
月
六
日
】

カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
バ
ス
で
も

の
す
ご
い
凸
凹
の
山
道
を
十

時
間
か
け
て
シ
ャ
ブ
ル
ベ
ン

ジ
に
行
く
途
中
、
カ
カ
ニ
峠

（
一
七
九
三
メ
ー
ト
ル
）
で
初

め
て
真
っ
白
い
山
々
が
遠
望
で

き
た
。
左
か
ら
マ
ナ
ス
ル
、
ガ

ネ
シ
ュ
、
ラ
ン
タ
ン
、
ジ
ュ

ガ
ー
ル
だ
。
い
よ
い
よ
来
た
ぞ

と
気
合
が
入
る
。
カ
カ
ニ
峠
か

ら
ト
リ
ス
リ
川
の
河
床
へ
と
下

る
が
、
段
々
畑
が
谷
を
埋
め
尽

く
し
、
ま
る
で
天
ま
で
耕
し
尽

く
す
勢
い
だ
。

【
三
月
七
日
】

い
よ
い
よ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が

始
ま
る
。
シ
ャ
ブ
ル
ベ
ン
ジ

（
一
四
七
九
メ
ー
ト
ル
）
か
ら

ラ
マ
ホ
テ
ル
（
二
四
七
〇
メ
ー

ト
ル
）
ま
で
八
時
間
半
。
荷

物
は
ポ
ー
タ
ー
が
運
ん
で
く
れ

る
の
で
、
軽
い
デ
イ
バ
ッ
グ
ひ

と
つ
で
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
歩

く
。
膝
を
痛
め
て
い
る
妻
は
、

馬
に
乗
っ
て
の
同
行
と
な
る
。

春
の
上
高
地
の
よ
う
に
美
し

い
渓
流
沿
い
の
左
岸
の
道
を
行

く
。ネ

パ
ー
ル
の
国
花
ラ
リ
グ
ラ

ス
（
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
）
が
真
紅
や

ピ
ン
ク
、
真
っ
白
の
花
を
咲
か

せ
て
い
た
。
二
十
八
種
類
も
あ

る
と
の
こ
と
。
見
事
だ
。

【
三
月
八
日
】

ラ
マ
ホ
テ
ル
か
ら
ゴ
ラ
タ
ベ

ラ
（
三
〇
二
〇
メ
ー
ト
ル
）
ま

で
三
時
間
。
出
発
し
て
す
ぐ
ラ

ン
タ
ン
・
リ
（
七
二
三
九
メ
ー

ト
ル
）
と
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン

（
七
二
四
五
メ
ー
ト
ル
）
が
姿

を
見
せ
た
。
感
動
の
瞬
間
だ
。

途
中
、
小
さ
い
サ
ク
ラ
ソ
ウ

が
咲
い
て
い
た
。
沈
丁
花
に
似

た
ピ
ン
ク
の
花
は
ロ
ク
タ
と
い

う
木
で
、
ミ
ツ
マ
タ
と
同
じ
で

紙
の
原
料
に
な
る
。
所
々
で
ヤ

ク
の
群
れ
に
出
会
う
。
仔
連
れ

も
い
る
。昼
食
後
休
養
を
と
る
。

ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
の
勇
姿

を
眺
め
な
が
ら
の
日
向
ぼ
っ
こ

は
、
な
ん
と
も
贅
沢
な
こ
と
。

村
の
子
ど
も
た
ち
と
写
真
を

撮
っ
た
り
、
紙
飛
行
機
を
飛
ば

し
た
り
し
て
時
を
過
ご
す
。
夕

方
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
が
赤

く
焼
け
て
き
た
。
み
ん
な
飛
び

出
し
て
き
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切

る
。

（
続
く
）

会
員
の
連
載
も
募
集
し
ま
す
 

三
回
か
ら
十
二
回
程
度
の
旅
行
記
や
趣
味
に
つ
い
て
連
載

を
お
書
き
い
た
だ
け
る
方
は
、
ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 
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八
年
前
の
あ
る
日
、
当
時
勤
め
て
い
た
公
立
病
院
に
「
一

カ
月
前
か
ら
様
子
が
お
か
し
い
外
国
人
が
い
る
か
ら
診
て
欲

し
い
」
と
、
東
京
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
の
で
、
依
頼

に
応
じ
ま
し
た
。
く
ね
く
ね
し
た
、
子
ど
も
っ
ぽ
く
な
っ
た

若
い
女
性
で
し
た
。
日
本
に
来
て
発
病
し
た
、
か
わ
い
そ
う

な
精
神
病
患
者
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
急
に
態
度
・
口
調
が

変
わ
り
、
背
筋
を
伸
ば
し
、
く
ね
く
ね
が
な
く
な
り
、
知
的

で
こ
ち
ら
を
説
得
す
る
よ
う
に
話
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
時

ピ
ン
と
来
て
、
衝
撃
が
走
り
ま
し
た
。「
多
重
人
格
だ
!!
」。

ち
ょ
う
ど
一
カ
月
前
に
、『「
私
」
が
、
私
で
な
い
人
た

ち
』（
ラ
ル
フ
・
ア
リ
ソ
ン
著
）
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
精
神

科
医
が
書
い
た
本
を
読
ん
だ
ば
か
り
で
し
た
。
こ
れ
は
、
欧

米
諸
国
の
話
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
目
の
前
に

い
る
の
で
す
（
た
だ
し
外
国
人
）。
そ
れ
か
ら
三
年
た
ち
、

開
業
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
患
者
さ
ん
が
来
ら
れ
ま
し
た

が
、
三
カ
月
た
っ
て
気
が
つ
く
と
、
日
本
人
の
多
重
人
格
患

者
が
三
人
来
て
い
た
の
で
す
。
あ
わ
て
ふ
た
め
き
ま
し
た
。

私
よ
り
は
る
か
に
年
下
の
有
能
な
精
神
科
医
に
助
言
を
請
い

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
性
的
虐
待
を
受
け
た
人
に
多
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
験
例
で
は
虐
待
歴
は
は
っ
き
り
し

な
い
人
の
ほ
う
が
多
い
よ
う
で
す
。「
学
校
に
行
け
な
い
」「
不

安
・
抑
う
つ
」
な
ど
が
主
訴
で
来
院
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の

で
す
。

話
を
聞
く
う
ち
に
、
ど
う
も
従
来
の
疾
患
概
念
で
は
説
明

で
き
な
い
事
象
・
症
状
が
あ
り
、
家
族
・
友
人
の
裏
づ
け
供

述
で
判
明
す
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。
男
友
だ
ち
や
同
胞
に

連
れ
ら
れ
て
来
院
し
、「
催
眠
術
を
か
け
て
治
し
て
や
っ
て

く
れ
」と
要
請
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。あ
る
程
度
、患
者
・

家
族
と
信
頼
関
係
が
で
き
る
と
語
ら
れ
る
そ
の
患
者
の
物
語

は
、
さ
な
が
ら
「
二
十
四
人
の
ビ
リ
ー
・
ミ
リ
ガ
ン
」
に
匹

敵
す
る
話
に
な
っ
て
き
て
、冷
静
な
顔
を
し
て
聞
き
な
が
ら
、

「
え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
」
と
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

入
院
治
療
を
経
験
し
た
先
輩
医
師
か
ら
は
、
入
院
中
そ
の

者
と
話
を
す
る
時
、
は
じ
め
に
尋
ね
る
言
葉
は
「
あ
ん
た

誰
？
」
と
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
人
格
に
よ
り
名
前
が
つ
い
て

お
り
、
元
々
の
顔
形
は
同
じ
で
す
か
ら
、
慣
れ
て
こ
な
い
と

そ
の
人
格
の
名
前
が
分
か
ら
ず
、
同
定
し
て
か
ら
で
な
い
と

話
が
は
じ
め
ら
れ
な
い
か
ら
で
す
。
そ
の
患
者
が
傷
つ
き
や

す
い
状
況
に
あ
る
と
、
自
分
が
対
応
で
き
る
よ
う
に
人
格
を

替
え
て
し
ま
う
と
い
う
、
人
間
が
持
っ
て
い
る
最
も
高
等
な

対
応
技
能
を
発
揮
す
る
と
い
う
、
す
ご
い
病
気
な
の
で
す
。

た
だ
し
、
元
々
の
人
格
と
か
け
離
れ
た
人
格
に
な
っ
て
し
ま

う
と
、
記
憶
が
共
有
さ
れ
な
い
と
い
う
厄
介
な
こ
と
に
な
り

ま
す
。

な
ぜ
こ
ん
な
疾
患
が
近
年
多
く
な
っ
た
の
か
、
考
え
て
し

ま
い
ま
す
。
虐
待
を
含
め
た
家
族
の
病
理
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
き
て
、
過
去
の
ど
ろ
ど
ろ
を
言
い
出
し
や
す
い
時
勢
に

な
っ
て
き
た
こ
と
が
一
つ
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
と
、
テ

レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、
ゲ
ー
ム
、
携
帯
、
ネ
ッ
ト
と
い
っ
た
現

実
か
ら
離
れ
た
世
界
の
こ
と
を
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
た

り
、
離
れ
た
人
・
場
所
と
の
連
絡
も
簡
単
に
で
き
、
仮
想
世

界
に
遊
ぶ
こ
と
も
自
由
に
で
き
た
り
す
る
と
、
若
い
人
を
中

心
に
こ
の
生
き
づ
ら
い
世
の
中
か
ら
、
簡
単
に
現
実
か
ら
離

れ
た
世
界
に
ポ
ー
ン
と
転
調
し
て
し
ま
う
現
象
が
起
こ
っ
て

い
る
の
か
と
考
え
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
う
い
う
患
者
さ
ん
と
話
し
て
い
る
と
、
自
分
も
ド
ロ
ド

ロ
し
た
魑
魅
魍
魎
の
世
界
に
入
り
込
ん
だ
気
味
の
悪
い
感
じ

に
な
っ
て
き
ま
す
。
現
代
の
混
沌
と
し
た
状
況
の
反
映
が
、

患
者
さ
ん
の
病
状
に
も
出
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま

せ
ん
。

え
ら
い
世
の
中
に
な
っ
た
も
ん
だ
と
、
つ
く
づ
く
感
じ
ま

す
。

ランタン・リ（左）とランタン・リルン（右）
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（解答は２面にあります） （解答は２面にあります） 
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　六段 
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現
代
の
妖
怪

奥
田　

宏
（
金
沢
市
・
心
療
内
科
）

は
じ
め
に

カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら

ラ
ン
タ
ン
谷
へ


